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はじめに 

本マニュアルは、QGIS インストール、および QGIS 動作確認、基本設定の操作⼿順を⽰し
たものである。「1 章 QGIS インストール」では、Windows 10、および Ubuntu 20、CentOS 
8 環境下でのインストールを⾏う。なお、QGIS のバージョンは現時点での安定版である
QGIS 3.16 を使⽤した。ただし、CentOS 8 のみインストール可能なものが現時点での最新
版である QGIS 3.20 であったため、そのバージョンのインストール⽅法のみを⽰した。 
「2 章 QGIS 動作確認と基本設定」では、QGIS の起動⽅法から、QGIS を操作する際に
抑えておきたい画⾯構成やオプション設定の解説を⾏っている。なお操作画⾯は、OS は
Windows 10、QGIS は現時点での安定版である QGIS 3.16 を使⽤した。 
 

1. インストール⼿順 

1.1. Windows 10 環境でのインストール 
1.1.1. インストール前の準備 

Windows のホームパス（ユーザフォルダ）に全⾓⽂字が含まれていると、QGIS 
の⼀部の機能でエラーが発⽣する可能性がある。そのため QGIS インストール前
に、次の⼿順でホームパスの確認を⾏う。 

(1) エクスプローラーの URL 欄に「%homepath%」と⼊⼒する。 
(2) Enter 後のパスが半⾓英数のみになっているか確認する。 

 
図 1-1 ホームパスの確認 

 
(3) パスに全⾓⽂字が含まれている場合は、新しく半⾓英数のみのユーザ名のアカ

ウントを作成し、そちらで QGIS を使⽤すること。 
 
1.1.2. インストーラの準備 

(1) Web ブラウザで「QGIS」と検索し、QGIS 公式サイト
（https://www.qgis.org/ja/site/index.html）にアクセスする。 

(2) トップページの「ダウンロードする」をクリックし移動する。 
(3) 「⻑期リリース（最も安定）」をダウンロードする。 
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最新版を利⽤したい場合は、「最新リリース（機能が最も豊富）」をダウンロー
ドする。 

 
図 1-2 QGIS 公式サイトのダウンロードページ 

 
1.1.3. QGIS インストール 

(1) ダウンロードした「QGIS-OSGeo4W-3.16.x-x-Setup…」をダブルクリックする。
インストールは管理者権限を持ったユーザで実⾏すること。 

(2) セットアップ 
① セットアップウィザード：内容を確認し「Next 」 
② ライセンス契約書：内容を確認し、同意するにチェックを⼊れ「Next 」 
③ インストール先：インストール先を確認し「Next 」 
④ コンポーネント：チェックを⼊れずに「Install」 

  
図 1-3 インストール画⾯の⼀部 
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(3) インストールされたら「Finish」をクリックし、インストーラは不要なので削除し
ても良い。 
インストール後は、デスクトップや Windows メニューに「QGIS3.16.x」フォルダ
が追加される。 

 
図 1-4 デスクトップ（左）、Windows メニュー（右） 

 
1.2. Linux 環境でのインストール 
1.2.1. Ubuntu 20 

ターミナルを開き、以下の⼿順で QGIS インストールを⾏う。 
なお本マニュアルの環境では、管理者で実⾏できなかったため普通のユーザの状態で実
⾏している。 
(1) 最初に必要なツールのインストール 

$ sudo apt install gnupg software-properties-common 
 
図 1-5 中の実線の⾚枠のようにターミナルへ実⾏⽂を⼊⼒する。 

 
図 1-5 実⾏例 

 
(2) QGIS をインストールする環境の準備 

$ wget -qO - https://qgis.org/downloads/qgis-2021.gpg.key | sudo gpg --no-default-
keyring --keyring gnupg-ring:/etc/apt/trusted.gpg.d/qgis-archive.gpg --import 
$ sudo chmod a+r /etc/apt/trusted.gpg.d/qgis-archive.gpg 
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図 1-6 中の実線の⾚枠のようにターミナルへ実⾏⽂を⼊⼒する。 
 

 
図 1-6 実⾏例 

 
(3) QGIS の⻑期リリースリポジトリを追加 
QGIS の⻑期リリースリポジトリを追加する。最新版をインストールしたい場合は、URL
の“-ltr”を削除したコマンドを実⾏すること。 

$ sudo add-apt-repository "deb https://qgis.org/ubuntu-ltr $(lsb_release -c -s) main" 
注意: "lsb_release -c -s" は、使⽤しているシステムのディストリビューション名を返す 
 
図 1-7 中の破線の⻘枠のようなエラーメッセージが出た場合でも、QGIS のサイトはヒ
ットしているのでこの後の QGIS インストールには問題はない。 

 
図 1-7  実⾏例 

ｖ 



 

5 
 

 
(4) リポジトリ情報を更新 
追加された QGIS の分も反映させるためにレポジトリ情報を更新する。 

$ sudo apt update 
$ sudo apt upgrade 

 
図 1-8 中の破線の⻘枠のようなエラーメッセージが出た場合でも、QGIS のサイトはヒ
ットしているのでこの後の QGIS インストールには問題はない。 

 
図 1-8 実⾏例 

 
適宜、図 1-9 中の破線の⻘枠のような確認に対しては操作を続⾏（y）と⼊⼒する。 
数分程度でアップグレード処理が完了する。 
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図 1-9 実⾏例 

 
(5) QGIS をインストール 

$ sudo apt install qgis qgis-plugin-grass 
 
図 1-10 中の実線の⾚枠のようにターミナルへ実⾏⽂を⼊⼒する。 

 
図 1-10 実⾏例 

 
適宜、図 1-11 中の破線の⻘枠のような確認に対しては操作を続⾏（y）と⼊⼒する。 
数分程度でインストールが完了する。 
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図 1-11 実⾏例 

 
インストール後は、アプリケーション等へ「QGIS デスクトップ」が追加される。 

 
図 1-12 アプリケーションメニュー 

 
1.2.2. CentOS 8 
CentOS 8 のサポートは 2021 年 12 ⽉ 31 ⽇までのため、Ubuntu での利⽤を推奨する。
CentOS 8 は、インストール可能なものが現時点での最新版である QGIS 3.20 であったた
め、そのバージョンのインストール⽅法のみを⽰した。 
 

ターミナルを開き、以下の⼿順で QGIS インストールを⾏う。 
$ sudo dnf -y install flatpak 
$ sudo flatpak remote-add --if-not-exists flathub 
https://flathub.org/repo/flathub.flatpakrepo 
$ sudo flatpak -y install --from 
https://flathub.org/repo/appstream/org.qgis.qgis.flatpakref 
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図 1-13 中の実線の⾚枠のようにターミナルへ実⾏⽂を⼊⼒する。 
数分程度でインストールが完了する。 

 
図 1-13 実⾏例 

 
インストール後は、デスクトップ等へ「QGIS デスクトップ」が追加される。 

 
図 1-14 デスクトップ 
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2. QGIS 動作確認と基本設定 

本章での操作画⾯は、OS は Windows 10、QGIS は現時点での安定版である QGIS 3.16 を
使⽤した。 
 
2.1. QGIS 起動、終了⽅法 

(1) QGIS 起動 
QGIS インストール後、デスクトップや Windows メニューに QGIS フォルダが作
成されるので、図 2-1 のように「QGIS Desktop 3.16. x 」アイコンから起動する。 
図 2-2 は起動後の QGIS 画⾯である。 

  
図 2-1 デスクトップ（左）、Windows メニュー（右） 

 

 
図 2-2 QGIS 起動後の画⾯ 
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(2) QGIS 終了 
QGIS での作業を終了するには、図 2-3 のように QGIS の「プロジェクト」メニ
ューから「QGIS を終了（Ctrl＋Q）」をクリックする。または、QGIS 画⾯右上の
閉じる「×」ボタンから終了する。 
その際に、作業状態を保存するかメッセージが表⽰された場合は、作業状態を保存
する場合は「保存」、保存しない場合は「変更を破棄」で QGIS を終了する。 

 
図 2-3 QGIS を終了 

 
2.2. QGIS 画⾯構成 
図 2-4 に QGIS の画⾯構成を⽰す。①から⑥の各説明は下記に記載する。 
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図 2-4 画⾯構成 

 
① マップビューは、地図を表⽰する領域であり、マップキャンバス とも呼ばれる。 
② メニューバーは、標準的な階層メニューを使って QGIS の機能を提供している。メニ

ュー名から、設定や GIS の解析処理のウィンドウを開いて使⽤する。 
③ ツールバーは、アイコンをクリックすると処理画⾯が開く。ツールバーの各アイテムに

は、ポップアップヘルプがあり、アイテムの上にマウスを置くと、ツールの⽬的に関す
る簡単な説明が表⽰される。 

④ ブラウザパネルは、簡単にデータや地図タイル等をプロジェクトに追加することがで
きる。 

⑤ レイヤパネルは、地図凡例とも呼ばれ、プロジェクト内のすべてのレイヤが⼀覧表⽰さ
れ、レイヤの可視性の管理に役⽴つ。 

⑥ ステータスバーには、マップビューを管理するためのツールが提供されている。 
 
次に、よく使⽤するツールバーを記載する。QGIS 画⾯に表⽰されていない場合は、ツール
バー上にマウスをあて、マウスの右ボタンのコンテキストメニューを使⽤ことによって、図 
2-5 のように表⽰・⾮表⽰を切り替えることができる。 



 

12 
 

 
図 2-5 ツールバーの表⽰・⾮表⽰ 

 

 
図 2-6 プロジェクトツールバー 

 

 
図 2-7 ナビゲーションツールバー 
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図 2-8 属性ツールバー 

 

 
図 2-9 選択ツールバー 
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2.3. QGIS オプション設定 
QGIS の操作を⾏う前に、オプション設定を次の⼿順で確認する。⼀般的に操作しやすい設
定を記載するが、全て本マニュアル通りにする必要は無い。 
オプション設定を確認するには、図 2-10 のように QGIS メニューの「設定」から「オプシ
ョン」を開く。 

 
図 2-10 オプションを開く 

 
(1) ⼀般情報タブ 

オプション画⾯左のタブの⽂字をクリックすると、画⾯が切り替わるので「⼀般情
報」タブを開く。QGIS 画⾯のアイコンやフォントサイズを調整したい場合は、図 
2-11 のように適宜変更し、各⾃の画⾯で操作がしやすいサイズに設定する。 
 アイコンサイズ：プルダウンから選択 
 フォント：サイズを⼊⼒ 

注意：フォントサイズはオプション画⾯を右下の OK で閉じた後に、QGIS 再起動
後サイズが反映される。 
 
また、QGIS の最新バージョンがリリースされた際に、QGIS 起動時にメッセージ
を表⽰する設定は、図 2-11 のように「起動時に QGIS バージョンを確認する」に
チェックを⼊れ設定する。 
※本マニュアルでは、安定版をインストールしているので、QGIS 起動時に最新バ
ージョンのリリースメッセージが表⽰される場合もあるが、必ずしも最新版をイ
ンストールする必要はない。同様の内容を、冒頭の「はじめに」、「1. インストー
ル⼿順」でも記載をしている。 
☑ 起動時に QGIS バージョンを確認する にチェックを⼊れる 
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図 2-11 オプション設定（⼀般情報） 

 
設定を完了するには「OK」をクリックしてオプション画⾯を閉じるが、そのまま
次の設定を確認する。 
 

(2) 座標参照系（CRS）タブ 
次に、「座標参照系（CRS）」タブを開き、新しいレイヤの作成時や座標参照系のな
いレイヤを読み込んだ時の設定を確認する。 

レイヤの CRS：CRS ダイアログを表⽰ 
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図 2-12 オプション設定（座標参照系（CRS）） 

 
設定を完了するには「OK」をクリックしてオプション画⾯を閉じるが、そのまま
次の設定を確認する。 
 

(3) 変換タブ 
次に、「変換」タブを開き、 

デフォルトのデータ変換：「測地系変換が複数利⽤可能な場合は尋ねる」のチェ
ックをはずす 

 
図 2-13 オプション設定（変換） 

 
設定後「OK」でオプション画⾯を閉じる。 
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(1)⼀般情報タブ でフォントサイズを変更した場合は、QGIS を再起動し設定を反
映させる。 


